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市の人口

（昭和53年6月1日現在）

世帯数42，243世帯
96世帯増

144，781人

72，842人

71，939人
375人増

比
口
男
女
比

胡
人
四

ル

積

－

面

キロ

宇
治
川
改
修
計
画

水
容
量
三
三
三
〇
万
立
方
μ
で
、
天

ケ
瀬
ダ
ム
よ
り
少
し
大
き
い
規
模
に

な
っ
て
い
ま
馬

こ
の
ダ
ム
の
洪
水
調
節
以
外
の
用

途
と
し
て
は
、
下
流
沿
川
諸
都
市
へ

都
市
用
水
と
し
て
〇
・
七
七
ｙ
毎
秒

の
取
水
や
約
三
五
〇
お
の
か
ん
が
い

洽
市
に
と
っ
て
洪
水
対
策
上
必
要
な

瀬
田
川
洗
い
ぜ
き
の
話
に
入
り
ま
し

ょ
う
。

琵
Ｍ
湖
の
準
ポ
性
に
つ
い
て
は
こ

の
ｉ
ｌ
＝
Ｎ
Ｉ
ズ
で
、
す
で
に
述
べ
ま
し

た
と
お
り
、
瀬
田
川
洗
い
ぜ
き
や
瀬

田
川
の
改
修
が
お
こ
な
わ
れ
る
前
は

り
、
こ
れ
が
天
ケ
瀬
ダ
ム

に
お
し
よ
せ
た
場
合
に

は
大
変
な
水
量
と
な
り
ま

す
。
天
ケ
瀬
ダ
ム
だ
け
で

宇
治
川
流
域
の
洪
水
対
策

大
戸
川
ダ
ム
と
洗
い
ぜ
き

用
水
な
ど
を
送
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
ダ
ム
の
総
事
業
費

と
し
て
は
約
四
二
〇
庶
円
、
工
期
十

年
を
予
定
し
て
お
り
、
家
屋
五
十
五

戸
を
は
じ
め
と
し
て
田
畑
、
山
林
等

約
一
九
〇
お
が
水
没
し
ま
す
。

こ
の
大
戸
川
ダ
ム
の
予
御
調
査
は

昨
年
度
ま
で
琵
琶
湖
工
事
事
務
所
が

お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五

羅？

謔・
象｜＾

斜ｌ

ｕＰｉｎ

が
、
採
用
予
定
の
ブ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ

ー
が
倒
産
す
る
と
い
う
不
測
の
事
態

に
直
面
。
こ
の
た
め
、
急
き
ょ
、
地

元
志
津
川
区
に
同
意
を
求
め
、
い
ま

ま
で
の
仙
郷
山
処
分
地
に
隣
接
す
る

市
有
地
を
利
用
し
、
埋
め
立
て
方
式

ヽ
三
年
度
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育

指
導
の
重
点
お
よ
ぴ
木
幡
小
学
校

校
｀
昂
築
工
事
に
関
す
る
契
約
締

紬
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
請
願
審
査
に
入
り

宇
治
市
身
体
障
害
者
福
祉
充
実
に

関
す
る
請
願
ほ
か
一
請
願
が
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

Λ
京
滋
バ
イ
パ
ス
対
策

特
別
委
員
会
Ｖ

Ｏ
五
月
二
十
二
日
…
…
市
か
ら
、
京

滋
バ
イ
パ
ス
の
環
境
影
響
評
価
を

行
う
た
め
の
現
況
調
査
の
経
。
過
、

お
よ
び
京
滋
バ
イ
パ
ス
反
対
戦
川

地
区
協
議
会
と
日
本
道
路
公
団
と

の
間
で
と
り
交
さ
れ
た
確
認
書
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

に
よ
る
処
分
地
を
設
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

公
社
は
こ
れ
に
と
も
な
い
、
三
♂

Ｍ
に
わ
た
っ
て
搬
入
道
路
を
整
備
し

た
ほ
か
、
排
水
路
や
砂
防
え
ん
堤
、

そ
れ
に
ゴ
ミ
か
ら
出
る
汚
水
を
処
理

す
る
施
設
、
管
理
棟
の
建
設
な
ど
を

行
い
、
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
た
も

の
で
す
。

公
社
で
は
、
今
後
、
処
分
地
の
有

限
性
や
経
済
性
な
ど
を
さ
ら
に
検
討

し
、
新
し
い
処
理
施
設
等
の
設
置
を

考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
し
い
処
分
料
必
一
は
表
の

遊
水
性
の
た
め
、
洪
水
に
な
る
と
水

位
が
あ
が
っ
た
ま
ま
で
な
か
な
か
下

が
ら
ず
、
琵
Ｍ
湖
周
辺
は
常
に
洪
水

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

瀬
田
川
の
疎
通
能
力
が
低
く
水
が
な

か
な
か
は
け
な
い
た
め
で
し
た
。

そ
こ
で
、
明
治
に
、
瀬
田
川
の
改

修
と
と
も
に
、
洪
水
時
に
一
度
に
大

阪
に
水
を
流
さ
な
い
た
め
の
洗
い
ぜ

と
お
り
で
、
廃
棄
物
を
運
び
込
む
場

合
、
ゴ
ミ
に
カ
バ
ー
を
か
け
る
か
、

″
－
プ
を
か
け
る
な
ど
、
道
路
に
ゴ

た
。し

か
し
、
瀬
田
川
の
疎

昌
男
は
い
ま
だ
十
分
と

は
言
え
ず
、
こ
の
た
め
今
回
も
瀬
田

川
は
し
ゅ
ん
せ
つ
さ
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
宇
治
川
改
修
は

淀
川
水
系
全
体
の
治
水
計
画
の
一
環

と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
大
戸

川
ダ
ム
や
瀬
田
川
洗
い
ぜ
き
は
宇
治

市
民
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。

ミ
が
落
ち
な
い
よ
う
に
し
、
必
ず
府

這
大
津
同
郷
宇
治
線
を
通
っ
て
く
だ

さ
い
。

宇
治
市
敬
老
年
金

今
月
中
に
申
請
を

市
で
は
、
毎
年
9
月
の
敬

老
会
の
会
場
で
三
千
円
の
敬

老
年
金
を
お
贈
り
し
て
い
ま

す
。次

に
該
当
す
る
方
は
、
印

1，000円燃えがら（無害物質に限る）

タ
バ
コ
は
宇
治
市
内
で
買

い
ま
し
ょ
う

心ゆたかに節約を／
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この機会にぜひお持ちください。

・！Ｔ＾ｎ－“17ｒｌｌｌｌ窯ぷ謬昌江戸゛銭4謳噛び・ファミ知総口口座論ｊ6゛脳蔽錨＞

一冊お11Ｓ吏だければ、便利さもぐ－と広がる涼銀ファＳＪ一総合口座．

619

＝・こ－―・｜

Ｉ
昭
和
五
十
三
年
五
月
宇
治
市
議
会

臨
時
会
が
、
五
月
二
十
三
日
、
一
日

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
五
十
二
年

度
の
一
般
会
計
決
算
見
込
み
で
赤
字

が
生
じ
る
た
め
、
五
十
三
年
度
一
股

会
計
の
歳
入
か
ら
八
麿
円
を
繰
り
上

げ
て
こ
れ
に
あ
て
る
こ
と
を
内
容
と

し
た
一
般
会
計
楠
正
予
算
案
と
、
同

和
対
策
事
業
の
木
幡
河
原
隣
保
館
が

完
成
し
た
こ
と
に
よ
る
隣
保
館
設
ａ

議
会
だ
よ
り

仙郷山廃棄物埋立処分地

さ
る
六
月
六
日
、
財
団
法
人
宇
治
廃
棄

物
処
理
公
社
の
「
仙
郷
山
廃
棄
物
埋
立
処

分
地
」
が
オ
ー
プ
ン
。
市
内
の
事
業
所
か

ら
出
る
産
業
廃
棄
物
や
家
庭
か
ら
出
さ
れ

6日からオープン
－
ｄ
Ｉ
Ｉ
“
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一
四

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Λ
総
務
常
任
委
貝
会
Ｖ

Ｏ
五
月
八
日
…
…
讃
願
審
査
が
行
わ

れ
、
宇
治
高
等
学
校
助
成
に
関
す

る
請
願
は
か
二
請
願
が
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
か

ら
、
四
月
二
十
五
日
の
二
時
間
ス

ト
に
つ
い
て
の
状
況
報
告
が
あ
り

補
正
予
算
な
ど
可
決

開
発
指
導
妥
綱
に
つ
い
て
の
陳
情
書

の
受
理
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
活
動

ず
れ
も
慎
ｍ
な
番
議
の
結
果
、
原
案

Ｉ
－
ｊ
Ｉ
ｄ
ｌ
ｌ
－
1
一
1
1

1
1
1
1
一
一
回
Ｉ

五
月
に
開
か
れ
た
各
委
員
会
の
概

―

・

－

1

1

1

1

1

1

1

1

ま
し
た
。
ま
た
、
垂
員
か
ら
感
謝

状
規
定
の
検
討
経
過
お
よ
び
宇
治

市
更
広
告
の
新
聞
折
り
込
み
等
に

つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
市
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Λ
建
設
水
道
常
任
委
貝
会
Ｖ

昨
年
二
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

公
社
は
、
設
立
準
備
の
当
初
、
ア

〇
五
月
二
十
五
日
…
…
午
前
中
、
六

月
定
例
会
市
高
逗
予
定
箇
所
三

十
一
路
線
お
よ
び
悪
果
走
箇
所

二
路
線
等
の
現
地
視
祭
を
行
い
ま

し
た
。
午
後
は
、
市
か
ら
、
晋
一

チ
カ
社
宅
跡
地
の
宅
造
に
と
も
な

う
寥
－
の
変
更
つ
い
て
の
報
告
が

あ
り
、
引
き
続
い
て
請
願
審
査
に

5
月
臨
時
会

廃棄物の処分料金

ｌｏ雲馴

200円

400円

300円

400円

種類

土砂・がれき

廃木材

廃木材と土砂・かれきの混合物

金属くず

不燃性一般廃棄物（粗大ごみを含ｉｓ）700円

廃プラｍｍく孚ゴムくずを含む）700り

入
り
、
集
中
浄
化
槽
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
市
の
行
政
指
導
強
化
等

を
嬰
請
す
る
請
願
ほ
か
一
請
願
が

継
続
ｉ
ｉ
と
な
り
ま
し
た
。

Λ
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
Ｖ

Ｏ
五
月
十
一
日
…
…
市
か
ら
、
五
十
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消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

再
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
昭
和
5
3
年
度
の
消
費
生
希
望
の
人
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

活
モ
ニ
タ
ー
に
3
人
欠
員
が
生
じ
ま

し
た
の
で
、
再
募
集
し
ま
す
。
欠
員

の
関
係
で
、
で
き
る
だ
け
東
宇
治
と

西
宇
治
地
域
の
人
の
応
募
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ａ
応
募
で
き
る
人
Ｖ

▽
市
内
に
お
住
ま
い
の
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
女
性
。

▽
日
常
の
買
い
物
を
直
接
し
て
い
る

人
で
、
市
内
小
売
店
等
の
利
用
者

▽
府
や
市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に

委
嘱
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
人
。

氏
名
・
年
齢
・
職
菜
・
家
族
構
成
を

書
い
て
6
月
1
7
日
ま
で
に
交
通
労
政

課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
で
急
又
け
付
け
し
ま

す
。

（
交
通
労
政
課
）

折
り
ま
げ
な
い
で

国
保
料
納
付
書

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
保
険
年
令
一
課

保
険
料
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
保
険
年
金
課
）

市
民
硬
式

テ
ニ
ス
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
″
ア
活
勁
と
は
、
。
本

来
、
障
害
者
や
老
人
な
ど
、
社
会
的

・
身
体
的
な
ハ
ン
デ
″
キ
ャ
″
プ
を

持
つ
人
々
と
皆
平
等
で
あ
る
‘
と
い

う
立
場
か
ら
、
地
域
社

会
の
な
か
で
、
と
も
に

生
き
、
と
も
に
歩
み
、

と
も
に
育
ち
、
互
い
の

民
主
的
な
連
帯
精
神
を

あ
る
主
婦
の
活
動
記
録

Ａ
子
ち
ゃ
ん
は
、
雷
一
度
の
知
恵
お

く
れ
の
う
え
に
歩
行
が
困
難
で
、
ひ

と
り
で
は
何
も
で
き
な
い
よ
う
な
子

子
ち
ゃ
ん
の
行
動
範
囲
、
お
や
つ
の

あ
た
え
方
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
心
ぐ

ぱ
り
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

ま
た
、
私
自
身
の
観
察
に
よ
っ
て
、

お
や
つ
が
ほ
し
い
の
か
、
お
り
つ
が

ぬ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
少
し
ず
つ

見
当
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
気
分
が
悪

と
も
に
生
き
る
の
が
大
切

あ
る
主
婦
の
実
践
記
録
か
ら

深
め
よ
う
と
す
る
民
間
の
自
主
的
活

動
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
養
護
学
校
に

通
っ
て
い
る
障
害
児
を
、
週
一
回
三

時
問
、
お
母
さ
ん
が
帰
宅
す
る
ま
で

の
間
、
保
育
し
て
い
る
あ
る
主
婦
の

ボ
ラ
ン
テ
Ｖ
ア
活
動
の
記
録
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
’

▽
講
師薬

師
寺
管
長
高
田
好
胤
さ
ん

ど
も
で
し
た
。

私
は
障
害
児
の
世
話
を
す
る
の
が

は
じ
め
て
で
、
当
初
は
戸
惑
う
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
突
然
に
泣
き
だ
す

と
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
、
話
し

か
け
て
も
泣
き
止
ま
ず
、
私
は
途
方

に
く
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
お
母

さ
ん
と
の
話
し
合
い
の
な
か
で
、
Ａ

筑
波
大
教
授
村
松
剛
さ
ん

（
社
会
教
育
課
）

町
内
会
ご
と
に
渡
し
ま
す

害
虫
駆
除
薬
剤

夏
の
害
虫
を
駆
除
す
る
の
は
幼
虫

や
卵
の
う
ち
に
退
治
す
る
と
効
果
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
薬
剤
を
町
内
会
、
自

附
会
単
位
で
配
布
し
ま
す
。

ご
希
望
の
町
内
会
、
旦
器
は
6

く
な
っ
て
し
ゃ
が
み
込
ん
で
い
る
と

き
、
い
つ
に
な
く
ご
き
け
ん
の
Ａ
子

ち
ゃ
ん
が
大
声
で
話
し
か
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
思
わ
ず

「
静
か
に
し
て
／
」
と
叫
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
す
。
Ａ
子
ち
ゃ
ん
は
、
ピ

タ
＾
と
静
か
に
な
り
、
う
つ
む
い
た

ま
ま
で
し
た
…
…
。
そ
の
日
の
帰
り

月
1
9
日
か
ら
3
0
日
ま
で
に
、
認
印
を

持
参
の
う
え
保
健
衛
生
課
へ
。
無
料

で
す
。
（
保
健
衛
生
課
）

社
会
保
険

事
務
所
の
移
転

●
ｅ
●
●
あ
Ｉ
ｖ
ｅ

消防豆知識

公
民
館
サ
ー
ク
ル
紹
介

く
、
各
々
個
性
的
な
、
オ
ジ
ジ
ナ
ル

な
作
品
で
ご
挨
拶
が
で
き
、
先
様
も

一
味
違
っ
た
紙
面
に
少
な
か
ら
ず
喜

ん
で
い
て
く
だ
さ
る
の
で
は
と
自
己

満
足
を
し
た
り
＝
・
。

今
は
、
「
宇
治
十
景
」
を
テ
ー
マ

に
木
版
多
色
刷
を
製
作
中
で
す
。
題

材
を
ど
こ
に
し
よ
う
か
と
歩
く
の
も

楽
し
く
、
半
面
、
な
か
な
か
絵
に
な

ら
な
く
て
泣
き
た
く
な
る
の
は
絵
心

の
貧
し
い
私
に
限
っ
た
こ
と
で
、
下

絵
が
で
き
た
ら
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

板
を
彫
る
快
音
が
大
好
き
で
、
宇

治
市
内
を
い
く
つ
か
木
版
に
し
て
み

た
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
。

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
少
人
数
の

な
か
で
も
、
日
々
の
体
居
に
心
の
豊

か
さ
と
う
る
お
い
を
ま
め
て
、
小
Ｊ
心

な
冷
た
い
刃
先
の
動
き
に
お
互
い
の

思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
福
祉
の
風
土
づ

く
り
の
推
進
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
障
害
児
と
と
も
に
生

き
る
こ
と
が
ま
ず
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
し
た
思

い
や
り
、
小
さ
な
親
切
心
か
ら
始
ま

っ
て
、
や
が
て
は
大
き
な
運
動
と
な

っ
て
い
く
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

日
か
ら
、
京
都
市
伏
見
区
深
草
堀
田

町
1
0
の
1
、
京
阪
藤
の
森
ピ
ル
四
階

の
新
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。
電
話
番

号
は
Ⅲ
―
Ⅲ
一
三
五
四
一
番
で
す
。

な
お
、
最
寄
り
駅
は
京
阪
電
軍
藤

の
森
駅
で
、
駅
か
ら
西
へ
す
ぐ
の
と

こ
ろ
で
す
。

（
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
）

温
い
心
を
か
よ
わ
せ
て
い
ま
す
。

ア
イ
シ
テ
モ
あ
い
し
き
れ
な
い

オ
ド
ロ
イ
テ
モ
≪
＼
）
ｉ
Ｃ
≪
≪
ｉ
れ

な
い

ヨ
ロ
コ
ン
デ
モ
よ
ろ
こ
ぴ
き
れ

な
い

カ
ナ
ジ
ン
デ
モ
か
な
し
み
き
れ

な
い

そ
れ
が
回
国
で
す

津
軽
人
棟
方
志
功

あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
（
紹
介
文
は
、
五
ケ
庄

の
山
下
み
つ
子
さ
ん
）
‘

▽
例
会
日
・
＝
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日

午
後
7
時
～
9
時

▽
会
場
・
・
・
公
民
館
会
議
室
（
市
教

育
委
員
会
二
階
）

▽
会
費
・
・
・
月
額
｀
七
百
五
十
円

▽
講
師
・
・
・
京
都
府
美
術
教
育
研
究

会
～
荒
田
都
司
先
生

お
問
い
合
わ
せ
は
、
阿
部
八
郎
さ

ん
（
槙
島
町
用
落
合
5
9
の
7
、
○
八

四
一
三
番
）
ま
た
は
、
宇
治
市
公
民

館
ま
で
。

（
公
民
館
）

おぽえる電話お話し中でもつながるコＯ
！Ξユｊｎ・二ｊ毒●・，手諮ｙ

あなたは迷惑をかけていませんか9

『いくら電話をかけても出ない』

1本の電話が4台で便える1台1台が交換台
7ＫームｉレホこｉピＤネスホコ

昏宇治電報電話局

○このような苦情をお聞きになったこと
はありませんか。

○親しい人には不在となる時間を知らせ

ておきましょう。
○電話をかける人のムダがはぶけます／／

昭
和
5
3
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
通
知
書
（
賦
課
の
根
拠
や
明
細

な
ど
）
と
納
付
書
（
窓
口
で
納
付
す

る
用
紙
）
を
、
今
月
2
0
日
前
後
に
お

送
り
し
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
収
納
事

務
を
電
子
計
算
機
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
納
付
書
か
折
り
曲
げ
た
り
汚

炊
事
を
は
じ
め
と
し
て
、
主
婦
の

一
日
は
火
を
使
う
仕
事
が
多
い
も
の

で
す
。
言
い
か
え
れ
ぱ
、
何
気
な
く

火
災
の
原
因
と
な
る
も
の
を
毎
日
使

い
、
そ
の
中
で
忙
し
く
立
ち
働
い
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
例
年
こ
れ
か
ら
暑
い
日
が

多
く
な
る
に
つ
れ
て
注
意
力
が
散
漫

と
な
り
、
「
ウ
″
カ
ジ
火
災
」
が
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
火
災
を
防
ぐ
の
に
は
、
、

「
何
が
危
険
で
あ
る
の
か
」
を
知
る

こ
と
が
最
も
基
本
に
な
り
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
チ
二
ク
ポ
イ

ｙ
ト
を
決
め
家
庭
の
点
検
を
進
め
て

し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
方
法
に
つ
い
て
、
訪

問
徴
収
す
る
嘱
託
員
制
度
や
預
金
か

ら
引
き
落
す
口
座
振
替
制
度
を
利
用

さ
れ
て
い
る
人
は
、
納
付
通
知
書
し

か
送
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
納
付
が
困
難
だ
っ
た
り
、

異
常
乾
燥
注
意
報
下
の
六
一

月
二
日
、
消
防
本
部
で
は
、
一

ヌ
’
・
・
・
パ
ー
マ
’
・
‐
ケ
ッ
ト
や
商
一

店
街
を
特
別
査
察
。
防
火
シ

ャ
＾
タ
ー
や
非
常
口
、
通
路
一

Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

防
火
査
察

い
る
か
を
点
検
し
て
ま
わ
り
一

ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
買

物
を
す
る
と
き
は
避
難
路
を
一

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一

市
民
文
化

講
演
会

・
宇
治
青
年
会
議
所
で
は
、
明
る
い

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ぎ
し
、
市

民
の
ふ
れ
あ
い
の
広
場
と
し
て
市
民

文
化
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

▽
と
き
・
・
・
6
月
1
7
日
（
土
）

午
後
6
時
ｆ
ｙ
9
時
半

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
中
学
校
体
育
館

▽
テ
ー
マ
…
『
日
本
の
美
と
心
』

版
画

サ
ー
ク
ル

防火の

4チェック

い
ま
す
。
主
婦
が
家
庭
の
消
防
士
、

毎
日
、
必
ず
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

～
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
～

Λ
ポ
イ
ン
ト
ー
台
所
Ｖ

▽
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
の
手
入
れ
や
点

検
を
し
て
い
ま
す
か
。

▽
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
の
ま
わ
り
や
上

部
に
ふ
き
ん
な
ど
燃
え
や
す
い
物

主
婦
は
消
防
士

家
庭
の
防
火
点
検
を

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
ガ
ス
の
ゴ
ム
管
が
い
た
ん
だ
り
、

長
す
ぎ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

▽
ガ
ス
の
ゴ
ム
管
を
ホ
ー
ス
バ
ン
ド

（
締
め
具
）
で
と
め
て
い
ま
す
か

▽
マ
ッ
チ
は
こ
ど
も
の
手
の
届
か
な

い
と
こ
ろ
に
置
い
て
い
ま
す
か
。
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